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パワーコンディショナの構成 
 

１.システム構成 

本装置のシステム構成はシステム構成図に示すとおりです。パワーコンディショナの主回路方式は、

自励式電圧型電流制御方式（系統連系時）を採用しています。 

系統連系時の電流制御方式はパワーコンディショナの出力電流が正弦波となるような制御を行な

うもので，出力電流の位相を系統電圧の位相に一致させています。 

制御方式については、電力制御方式として、最大電力点追従制御（MPPT 制御）、補助制御に電圧

上昇抑制制御を、運転制御は自動起動・自動停止及び、ソフトスタート制御を行なっています。 

パワーコンディショナには保護リレーと電磁接触器（連系リレー）が内蔵されており，出力端子と

の接続／遮断を行ないます。 
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システム構成図 
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電気方式 
 

 １.電気方式 

       単相２線式（接続方式は単相３線） 

 

 ２.各相に流れる電流 （４ｋＷパワコンの例） 

    ①各相に同容量の負荷が接続されている場合（平衡負荷状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ②Ｕ相にのみ負荷が接続されている場合（不平衡負荷状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ｚ：負荷インピーダンス 2.5kW(4.08Ω)とした場合  
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電源シーケンス 
 

１.電源シーケンスの考え方 

 装置の制御電源は、太陽電池から供給されます。 

 

２.起動／停止シーケンス 

 制御電源動作開始  ：直流電圧が 45Vを上回ったとき 

 制御電源動作停止  ：直流電圧が 25Vを下回ったとき 

 パワーコンディショナ運転開始 パワーコンディショナ運転停止 

連系運転 電力起動条件成立時 直流電圧が 50[V]以下 

注．制御電源動作の開始と共に保護装置の動作を開始します。 

注．電力起動条件は、太陽電池側の状態を自動判定により成立。電力起動条件参照 

 

３.消費電力 

  夜間 ：有効電力 0.5W 皮相電力 11.5VA 
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ソフトスタート 
 

１.ソフトスタートの考え方 

運転開始時に、直流電圧が太陽電池の開放電圧から 10[V/s]の変化量で低下するように制御します。

ソフトスタートの終了は、ソフトスタート終了条件を満足した場合に終了します。 

ソフトスタートの終了後はＭＰＰＴ制御に移行し、直流電圧を変化させて最大電力点を探索します。 

ソフトスタートによって、過電流が流れることを防ぐことができます。 
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直流分検出 
 

１.直流分検出の考え方 

直流成分を含んだ交流電流を DC-CTにて計測します。この計測した電流を系統電圧の１周期ごとに

積分することで直流成分の電流を演算します。検出した直流電流値が所定の整定値を越えた場合、パ

ワーコンディショナを停止（ゲートブロック処理及び連系リレー遮断）させます。 

 

２.直流分検出の整定値 

検出値  ： 275mA以下(KPM-A55-J4)、240mA以下(KPM-A48-J4) 

検出時間 ： 0.5[s]以下 
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単独運転検出能動的方式 
 

１.ステップ注入付周波数フィードバック方式 

 ■周波数フィードバック機能 

 周波数フィードバック機能は、単独運転時に発生する系統周波数変動を測定し、その周波数偏差

に応じて系統周波数がより変化する方向に無効電流を注入します。 

 

 ■無効電力ステップ注入機能 

  単独運転時に、柱上トランスなどの非線形装置の影響で系統に高調波変動、及び電圧変動が発生

します。この変動を検知して、無効電流を一定量注入することで系統周波数に変動を促します。 

 

 ■無効電力発振抑制制御機能 

  無効電力の発振予兆の検出、および単独運転発生予兆の検出に基づいて周波数フィードバックに

よる注入無効電力量を制御します。これにより、注入無効電力の不要発振を抑制します。 

 （詳細については「JEM1498 資料」参照） 

 

 

２.検出アルゴリズム 

 パワーコンディショナは、無効電流注入による周波数変動を検出することで、単独運転状態である

と判断し、連系リレーを解列します。 

 

 

３.単独運転判定基準 

 周波数変化を高速に増幅させるように無効電力を注入し、単独運転の判定閾値を階段状にすること

で、高速で誤検出しないアルゴリズムを実現しています。 従いまして、階段状に単独運転の閾値が

複数あるため、一定値の検出レベルの定義はありません。 

 

検出時間 ： 0.2s程度（連系リレー解列） 

復帰時間 ： 投入遅延時間（デフォルト：300s） 
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単独運転検出受動的方式 
 

１.周波数変化率検出の考え方 

単独運転時に、パワーコンディショナの出力電流と負荷インピーダンスによって系統電圧が変化し、

出力電流と負荷インピーダンスの関係で系統周波数変化がおきます。 

系統周波数の平均値を測定し、その周波数変化によって単独運転状態を検出し、連系リレー解列し

ます。 

ただし、周波数変化は負荷状況等により発生しない場合があり、本方式のみでの検出ができない場

合があります。 

 

２.検出アルゴリズム 

  一定周期毎に系統周波数の平均値を算出し、現在の系統周波数の平均値と各周期毎の系統周波数の

平均値の偏差の変動が、決められた変動パターンを満足する場合（偏差の絶対値が大きくなる傾向に

ある場合）、単独運転状態であると判断します。 従いまして、一定値の検出レベルの定義はありま

せん。 

 

検出時間 ： 0.5 [s]以下 （連系リレー解列） 

復帰時限 ： 投入遅延時間（デフォルト：300s） 
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瞬時電圧低下・瞬時停電時の FRT 
 

１.FRTの目的 

本機能は多数台連系時の瞬時電圧低下・瞬時停電発生後の、パワーコンディショナの一斉脱落によ

る系統電圧低下の増長を防止することが目的です。また、瞬時電圧低下・瞬時停電による発電量低下

の場合にも、出来る限り発電量を早期に停止前の状態に戻すことで、発電所への負荷を軽減すること

も目的としています。 

※FRT（Fault Ride-Through)：運転継続機能 

  

２.性能 

１）瞬時電圧低下発生時 

1.0s間の瞬時電圧低下（残電圧 20％時）からの電圧復帰後、0.1s以内に、瞬時電圧低下発生前

における有効電力出力の 80％以上の出力を行います。 

２）瞬時停電発生時 

1.0s間の瞬時停電（残電圧 0％時）からの電圧復帰後、0.2s以内に、瞬時電圧低下発生前におけ

る有効電力出力の 80％以上の出力を行います。 

３）残電圧 52%及び位相変化 41° 

1.0s間継続の瞬時電圧低下（残電圧 52%及び位相変化 41°）時に、運転を継続します。 

電圧復帰後 0.1s 以内に、瞬時電圧低下発生前における有効電力出力の 80％以上の出力を行いま

す。 
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電圧上昇抑制制御（自動電圧調整機能） 
 

１.電圧上昇抑制の考え方 

パワーコンディショナが動作状態にあるとき、パワーコンディショナの出力電流と線路インピーダ

ンスによって系統電圧が上昇します。 

本装置は、系統電圧を電圧上昇抑制設定値以下に保つよう、出力電流の制御を行います。 

系統のインピーダンスを 0.38[Ω]+0.45[mH](200V 系、技術指針より）とすると、例えば４kW仕様

のパワーコンディショナの最大出力電流 20[A]で、最大約 7.6[V]の電圧上昇が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

２.電圧上昇抑制アルゴリズム 

■制御 

・出力制御：有 

・進相無効電力制御：無 

■整定値[V] 

107.0/107.5/108.0/108.5/109.0(デフォルト)/109.5/110.0/110.5/111.0/111.5/112.0/112.5/113.0 

■動作待機時限[s] 

0/200(デフォルト) 

 

■抑制・解除速度 

 

■抑制・解除開始条件 

・「系統電圧＞整定値」が 3s 間継続すると、出力電流抑制指令値の減少（抑制）を開始 

・「系統電圧≦整定値」が 3s 間継続すると、出力電流抑制指令値の増加（抑制解除）を開始  

c

0% 

整定値 

系統電圧 
(実効値) 

整定値+2V 
(下限 111V) 

100% 
(定格電流) 

出力電流 
抑制指令値 

整定値-2V 

a) 

b) 

d) 

a) 系統電圧＞整定値+2V(下限 111V) 

… 定格電流を高速で 0%まで出力電流抑制指令値を減少させる。 
 

b) 整定値+2V(下限 111V)≧系統電圧＞整定値 

… 定格電流を低速で 0%まで出力電流抑制指令値を減少させる。 
 

c) 整定値＞系統電圧≧整定値-2V 

… 定格電流を低速で 100%(定格電流)まで 

出力電流抑制指令値を増加させる。 
 

d) 整定値-2V＞系統電圧 

… 定格電流を高速で 100%(定格電流)まで 

出力電流抑制指令値を増加させる。 

ｃ) 

パワー 

コンディショナ 

柱上トランス 

I=20[A],力率=1 

V1 V 

0.38[Ω]+0.45[mH](200V 系) 

V1 = V+0.38×I[V] 
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各種保護機能（連系運転） 
 

１.系統連系保護機能 

エラー 

コード 

保護機能種類 検出 

相数 

整定値／整定時間 GB MC 
異常 LED 

復帰 

仕様 

E1-1.0 系統過電圧 

（ＯＶ） 

２ 110V, 112.5V, 115V, 120V ○ ○ ◇ 自動 

0.5s, 1.0s, 1.5s, 2.0s 

E1-2.0 系統不足電圧 

（ＵＶ） 

２ 80V,85V,87.5V,90V ○ ○ ◇ 自動 

0.5s, 1.0s, 1.5s, 2.0s 

E1-3.0 系統周波数上昇 

（ＯＦ） 

１ (50Hz 時) 

50.5Hz,51.0Hz, 51.5Hz,52.0Hz 

(60Hz 時) 

60.6Hz,61.2Hz, 61.8Hz,62.4Hz 

○ ○ ◇ 自動 

0.5s, 1.0s, 1.5s, 2.0s 

E1-4.0 系統周波数低下 

（ＵＦ） 

１ (50Hz 時) 

47.5Hz,48.0Hz, 48.5Hz,49.0Hz,49.5Hz 

(60Hz 時) 

57.0Hz,57.6Hz, 58.2Hz,58.8Hz,59.4Hz 

○ ○ ◇ 自動 

0.5s, 1.0s, 1.5s, 2.0s 

E1-5.0 単独運転検出機能 

受動的方式 

１ 周波数変化率検出方式 ○ ○ ◇ 自動 

0.5s 以内 

E1-6.0 単独運転検出機能 

能動的方式 

１ ステップ注入付周波数 

フィードバック方式 

○ ○ ◇ 自動 

0.2s 以内 

 

 

ＧＢの欄が［○］の場合は、異常検出時にゲートブロックが、働きます。 

ＭＣの欄が［○］の場合は、連系リレーが解列されます。 

異常 LEDの欄の表記について 

記号 LED仕様 

◇ 5 秒間に 2回点滅 

● 5 秒間に 3回点滅 

○ 点灯 
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２.その他保護 

表示 内容 
停止動作 ※ 異常 

LED 

復帰 

仕様 ＧＢ ＭＣ 

E1-0.0 停電 ○ ○ ◇ 自動 

E1-7.0 

E1-7.1 
瞬時過電圧 ○ ○ ◇ 自動 

E1-8.0 瞬時電圧低下 ○ ○ ◇ 自動 

E2-1.0 直流過電圧 ○ ○ ● 自動 

E2-3.0 直流地絡 ○ ○ ○ 手動２ 

E3-1.0 直流過電流 ○ ○ ○ 手動２ 

E3-2.0 交流過電流 ○ ○ ○ 手動２ 

E3-3.0 直流分検出 ○ ○ ○ 手動２ 

E3-4.0 装置温度異常 ○ ○ ○ 手動３ 

E4-2.0 特性異常 ○ ○ ○ 手動２ 

E4-3.0 ハード異常 ○ ○ ○ 手動２ 

E4-4.0 

E4-4.1 
ＲＯＭバージョン異常 ○ ○ ○ 電断 

E4-5.0 制御電源異常１ ○ ○ ○ 手動２ 

E4-5.1 制御電源異常２ － － ○ 自動 

E4-6.0 

E4-6.1 
EEPROM Sum 値異常 ○ ○ ○ 電断 

E4-7.0 

E4-7.1 

E4-7.2 

EEPROM異常 ○ ○ ○ 電断 

E4-9.0 昇圧チョッパ回路異常 ○ ○ ○ 手動１ 

E5-1.0 連系リレー動作異常 ○ ○ ○ 手動 

E5-2.1 MCU間通信異常１ ○ ○ ○ 自動 

E5-2.2 MCU間通信異常２ ○ ○ ○ 電断 

E5-2.3 MCU間通信異常３ ○ ○ ○ 電断 

E5-3.0 DC/DCコン過電圧 ○ ○ ○ 手動２ 

E5-4.0 DC/DCコン不足電圧 ○ ○ ○ 手動２ 

E5-6.0 瞬時過電流 ○ ○ ○ 手動１ 

E5-7.0 タイムアウト ○ ○ ● 自動 

E5-7.1 出力制御通信途絶検出 ○ ○ ● 自動 

A1-5.0 自立運転過負荷状態 ○ － ● 自動 

A1-5.1 
自立運転過負荷状態 

（出力不足電圧） 
○ ○ ● 自動 

A2-7.0 内部ファン異常 ○ ○ ○ 手動２ 

A3-0.0 動作ｼｰｹﾝｽｱﾗｰﾑ ○ ○ ○ 自動 

EE01.1 内部 RAM異常 ○ ○ ○ 電断 

EE02.1 内部 ROM異常 ○ ○ ○ 電断 

※ 停止動作のＧＢの［○］は、ゲートブロックを示し、ＭＣの［○］は、 

連系リレーの解列を示します。 
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異常 LEDの欄の表記について 

記号 LED 仕様 

◇ 5 秒間に 2回点滅 

● 5 秒間に 3回点滅 

○ 点灯 

 

●復帰仕様欄の記載について 

復帰仕様 内容 

自動 複数回の異常が発生しても、毎回復帰条件が成立すると再運転が可能なもの 

手動 1 1 回検出をもって、手動復帰となる。  

手動 2 前回検出タイミングから、10 分以内に同一の異常を再検出する事が 4 回続いた場

合、手動復帰となる。それまでは自動復帰となる。 

手動 3 CPU リセットまでの間に同一の異常が 4 回以上発生した場合は、手動復帰となる。

それまでは自動復帰となる。 

手動 4 前回異常検出タイミングから 10 分以内に同一の異常を再検出する事が 4 回続いた

場合は、手動復帰となる。 

それまでは自動復帰となる。但し、1 分間異常が継続した場合は手動復帰となる。 

電断 復帰条件が無く、電源断もしくは、CPUリセットにより復帰するもの 

復帰禁止 電断しても復帰しない 
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保護シーケンス 
 

１.連系運転時の各種保護機能の動作シーケンス 

タイマー

パワーコンディショナ
Ｕ Ｗ Ｏ

ゲートブロック

連系ﾘﾚｰ
タイマー

タイマー

タイマー

(27)

Ｕ
Ｖ

受
動
的
方
式

直流分検出

交流過電流

Ｏ

Ｕ

Ｗ

(27)

Ｕ
Ｖ

(95H)

Ｏ
Ｆ

(95L)

Ｕ
Ｆ

能
動
的
方
式

Ｏ
Ｖ

(59)

Ｏ
Ｖ

(59)
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連系運転・保護シーケンスフロー図 
 

１.解列シーケンス（連系運転時） 

 

       ＯＶ動作  

       ＵＶ動作 

       ＯＦ動作  

       ＵＦ動作  

 

       単独運転検出 

        受動的方式動作 

        能動的方式動作 

 

       瞬時過電圧動作 

       瞬時電圧低下動作 

        

 

       直流不足電圧動作 

       直流過電圧動作 

       温度上昇異常動作 

       同期はずれ発生 

       直流地絡動作 

       交流過電流動作 

       直流過電流動作 

       直流分検出動作 

       制御電源異常動作 

       特性異常動作 

        

出力制御異常動作 

       連系リレー動作異常動作  

       その他装置異常動作 

  

＊インバータゲートブロック 
＊連系リレー遮断 
 （系統瞬時電圧低下動作時は除く） 

停   止 

＊インバータゲートブロック(直流電圧 50[V]以下) 

＊連系リレー（直流電圧 45[V]以下) 

＊インバータゲートブロック 

＊連系リレー遮断 

ＯＲ 

ＯＲ 

ＯＲ 

＊インバータゲートブロック 

＊連系リレー遮断（同期異常は除く） 

停   止 

停   止 

停   止 
ＯＲ 
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２.閉列シーケンス（連系運転時） 

 

ＯＶ動作なし 

  ＵＶ動作なし 

  ＯＦ動作なし 

 ＵＦ動作なし 

 

単独運転検出 

 受動的方式動作なし 

 能動的方式動作なし 

 

瞬時過電圧動作なし 

瞬時電圧低下動作なし 

   

 

直流不足電圧動作なし 

直流過電圧動作なし  

温度上昇異常動作なし 

 同期はずれ発生なし 

直流地絡動作なし 

 交流過電流動作なし 

 直流過電流動作なし 

 直流分検出動作なし 

制御電源異常動作なし 

特性異常動作なし 

 

出力制御異常動作なし 

連系リレー動作異常動作なし 

その他装置異常動作なし 

 

運転開始 配電系統端子選択・切り替え 起動条件確立 

＊連系リレー投入 ＊自動判定により判定 

 

ＡＮＤ 

ＡＮＤ 

ＡＮＤ 

ＡＮＤ 

ＡＮＤ 
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出力リレー仕様 
 

  

 連系リレー 

形式 G6QE-1A-PV 

メーカ OMRON 

仕様 AC250V／31A 

  



                               (そ)技術-180604A 

 (21/27) 

 

直流地絡検出 
 

１.直流地絡検出の考え方 

 直流回路の直流地絡電流を直流電流センサ＋絶縁回路にて計測します。直流回路が地絡した場合

に流れる直流地絡電流を検出し、パワーコンディショナを停止（ゲートブロック処理および連系リ

レー遮断）します。 

 

２.直流地絡検出の方法 

 直流地絡電流を検出する電流センサを以下のように配置しています。 

 地絡のない状態では電流センサを貫通する電流は打ち消されるため電流センサの出力はありま

せんが、直流回路が地絡すると電流センサを直流地絡電流が貫通するため、電流センサが信号を出

力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グランド 

直流地絡電流 

判定部 

連系リレー 
地絡電流センサ 

パワーコンディショナ 

Ｐ 

Ｎ 

太陽電池 

Ｕ 

Ｏ 

Ｗ 
インバータ 
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手動復帰仕様 
 

■設定メニュー 

パワーコンディショナの投入遅延時間設定の１つとして、手動復帰動作での連系運転開始を指定する

ことができます。手動復帰は、以下によりその動作を設定することができます。 

設定項目 メニュー 内容 

hld 2-150-200-300（デフォル

ト）-mn（手動復帰） 

投入遅延時間および手動復帰設定動作を指定 

手動復帰動作指定時は mnを設定 

 

 

■手動復帰待ちとなる仕様 

手動復帰設定されると、以下の状態になった場合、手動復帰待ちになります。 

手動復帰待ちとなる条件 左記条件を満たした場合の表示 

太陽電池によりパワコン制御電源が入

った状態で系統が復電 

7セグ表示部に“hld”表示が点滅 

手動復帰待ちの状態でパワコン制御電

源喪失後、太陽電池によりパワコン制

御電源が入り起動した場合（系統は健

全の状態） 

制御電源が入り起動後、7セグ表示部に“hld”

表示が点滅 

 

■手動復帰待ち状態から手動復帰操作仕様 

手動復帰待ち状態から（7 セグ表示部に“hld”点滅表示の状態）から連系運転を開始するには、

運転スイッチを一旦 OFFにし、再度 ONします。（運転スイッチが最初から OFF の場合は、ONにする

のみ） 
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出力制御機能 
 

出力制御ユニットからの指令により、パワーコンディショナは発電出力の上限を定格出力の 0～

100%の間で調整することができます。 

 

１. 部分制御 

 ■出力増減 

  出力上限(%)は、出力制御ユニットからの指令、 

もしくはパワーコンディショナにて設定される電力上限クリップ値（kW）によります。 

 

＜広義のパワーコンディショナ＞ 

出力制御ユニットからの出力抑制要求に対する制御を行うことで、 

パワーコンディショナ定格出力の 100→0％出力（0→100％出力）までの出力変化時間を 5～10

分に設定することができます。 

 

 ■抑制分解能 

 定格出力の 1%単位で制御します。 

※精度は定格出力の±5%以内 

 

２. セキリュティ 

 パワーコンディショナは出力制御機能を実現する機器（出力制御ユニット）との通信が異常となっ

てから、5分以内で発電出力を停止し、通信が正常になれば発電出力を開始します 

  



                               (そ)技術-180604A 

 (24/27) 

 

 

３. 出力制御シーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１出力制御ユニットから、出力上限(%)、出力変化時間（分）を指定します。 

出力変化時間：Ｔ（分）は、可変です。 

パワーコンディショナは、設定された時間で動作します。 

  

出力制御ユニット パワーコンディショナ 

出力制御要求（100%、5 分） 

 

出力制御要求（50%、5 分） 

 

出力制御要求（50%、5 分） 

 通信断 

5 分以内 

・出力停止 

・エラー表示（E5-7） 

出力制御要求（50%、5 分） 

 

通信再開 

・運転再開 

100→0%までの変化時間が 5 分になるスピードで、

定格出力の 50%までパワーコンディショナ出力の出

力上限を調整します。 

出力制御要求（100%、5 分） 

＊１ 

 

0→100%までの変化時間が 5 分になるスピードで、

定格出力の 100%までパワーコンディショナ出力の

出力上限を調整します。 
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電力上限クリップ機能 
 

劣化や故障などによりパワーコンディショナを入れ替えた際に、設備認定容量の変化が発生する場

合の救済措置対応用の機能です。 

 

 

電力上限クリップ機能は、次のように設定できます。 

 

設定項目 メニュー 内容 

clip 1.00-1.10-・・・ 

-定格出力（デフォルト） 

※0.10kW単位で設定 

電力上限クリップ値を設定 

 

 

 

 電力上限クリップには、下図のパターンがあります。 

 パターン(i)、(ii)は広義パワーコンディショナ、(iii)は狭義パワーコンディショナによる出力制

御として扱われます。 

 

 上記「clip」設定にて動作設定されるのは、パターン(iii)の狭義パワーコンディショナによる出

力制御であり、パワーコンディショナ単体で常時クリップ動作を行う機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       注：PCS（パワーコンディショナの略） 

 

動作パターン 制御動作説明 

パターン（ⅰ） 

出力制御装置が、インターネットに接続 

（外部の出力制御用サーバーからの）出力制御指令が、 

  100%の時、発電出力に制約なし（通常動作） 

  99%以下の時、上限クリップ値、もしくは自家消費分まで発電可能 

パターン（ⅱ） 

出力制御装置から、常時上限クリップ値を指令する 

（上限クリップ値は、出力制御装置に格納） 

  常時上限クリップ値、もしくは自家消費分まで発電可能 

パターン（ⅲ） 
常時、狭義パワーコンディショナ単体で、 

上限クリップ値以下に発電出力を制御する 

 

パターン（ⅲ） 

 

 

狭義 PCS 単体で、 

常時クリップ動作 

上限クリップ動作 

クリップ値 

 

上限クリップ動作 

パターン（ⅱ） 

 

 

出力制御装置から、 
常時クリップ値を指令 

（固定カレンダー動作と同様の 

イメージ、通信異常で発電停止） 

クリップ値 

 

制御指令 99%以下の時、 
クリップ動作 

インターネット 

パターン（ⅰ） 

 

上限ｸﾘｯﾌﾟ動作 
通常動作 

  
クリップ値 
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電力円線図  
 

1. 電力円線図による有効電力と皮相電力の関係 

 ■電力円線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

P 軸（有効電力） 

Q 軸（無効電力） 

φ=0.95 

φ=0.80 

 

 

φ=1.00 

商用定格電圧に対する 

PCS 出力電流上限値を 

もとにした皮相電力 

→ ：力率 1.00 時の皮相電力 

→ ：力率 0.95 時の皮相電力 

→ ：力率 0.80 時の皮相電力 

―：皮相電力円線図 

 

注）図は制御動作をわかりやすくするために 

模式的に表現しています 
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■力率と電力の関係 

力率 KPM-A55-J4 KPM-A48-J4 

有効電力 

[KW] 

皮相電力 

[kVA] 

有効電力 

[KW] 

皮相電力 

[kVA] 

1.00 5.50 5.50 4.80 4.80 

0.99 5.50 5.56 4.80 4.85 

0.98 5.50 5.61 4.80 4.90 

0.97 5.50 5.67 4.80 4.95 

0.96 5.50 5.73 4.80 5.00 

0.95（標準力率） 5.50 5.79 4.80 5.05 

0.94 5.44 5.79 4.75 5.05 

0.93 5.38 5.79 4.70 5.05 

0.92 5.33 5.79 4.65 5.05 

0.91 5.27 5.79 4.60 5.05 

0.90 5.21 5.79 4.55 5.05 

0.89 5.15 5.79 4.50 5.05 

0.88 5.09 5.79 4.45 5.05 

0.87 5.04 5.79 4.40 5.05 

0.86 4.98 5.79 4.35 5.05 

0.85 4.92 5.79 4.29 5.05 

0.84 4.86 5.79 4.24 5.05 

0.83 4.81 5.79 4.19 5.05 

0.82 4.75 5.79 4.14 5.05 

0.81 4.69 5.79 4.09 5.05 

0.80 4.63 5.79 4.04 5.05 
 

 


